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伝
つ た

え守
ま も

る アイヌ三世代の物語 特集：かぞく 

大阪
お お さ か

生まれ大阪育ちのダイキとワカ

ナのお母さんは北海道生まれのアイヌ

民族
み ん ぞ く

です。お母さんのひろ子さんは、多

くの人にアイヌ文化やアイヌの考え方を

伝える活動
か つ ど う

をしています。 

ある日家族は祖父がくらす北海道に

移住
い じ ゅ う

する決心をします。ダイキたちは自
し

然
ぜ ん

とともに生きてきたアイヌの知識
ち し き

や伝
で ん

統
と う

の踊
お ど

りなどを教わります。 

大切なことは文字ではなく、口から口

へと語り伝えてきたアイヌ民族。その血

を引く家族が、自分たちの文化を受け

継
つ

ぎ、伝え守ろうとする姿
すがた

を写真を通し

て紹介
し ょうかい

します。 宇井
う い

 眞
ま

紀子
き こ

/写真・文

少年写真新聞社〔382〕 

あさの あつこ/作 

佐藤
さ と う

 真紀子
ま き こ

/絵 

新日本出版社〔９１３アサ〕

サ〕 

 

さくら子は、９年間生きてきてはじめて

の家出をした。ガラスの花びんをわった

という「ムジツのツミ」でママにしかられ

たのだ。言いたいことがちゃんと言えな

い自分にくやしくてなみだが出た。 

リュックをせおって、夕ぐれの小泉
こ い ず み

え

きについたさくら子の前に、ボロボロの

電車が入ってきた。ぎょろぎょろした目の

しゃしょうさんが出てきて「家出する子は

みんなのるんですよぉ。ただですよぉ」と

声をかけてくる。 

さくら子を乗せて、いえでででんしゃは

どこへ行くのでしょう。 

 

いえでででんしゃ 
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両親が営
いとな

む人形修理
し ゅ う り

店
て ん

の２階に、家族

とくらすアナは、姉妹といっしょに、修理待

ちの人形で遊ぶことが大好きな９才の女の

子です。学校や家でいやなことがあっても、

お気に入りの人形のベルナデッテに話をす

ると、アナのむねの中のもやもやが消えて

いくのです。 

ある晩
ば ん

父親は、アナ達
た ち

を居間
い ま

に集め、ド

イツとロシアの戦争
せ ん そ う

のせいで人形の部品が

手に入らなくなり、仕事ができなくなったと

言いました。アナは何とかして両親を助け

たいと思います。 

２０世紀
せ い き

初
は じ

めに、ロシアからニューヨーク

にやって来た、一家
い っ か

の物語です。 

ヨナ・ゼルディス・マクドノー/作 

おびか ゆうこ/訳 杉浦
す ぎ う ら

 さやか/絵 

徳間書店〔９３３マク〕 

マリー・ホール・エッツ/作 

こみや ゆう/訳 

好学社〔エ〕 

 

ロベルトのてがみ 

 
移民
い み ん

として、メキシコからアメリカにやっ

て来たロベルト一家
い っ か

は、学校に通ってい

る兄だけが英語を話すことができます。

両親と小さなロベルトは、英語を話すこと

ができません。 

ある日、お父さんとお母さんがけんか

をして、お母さんが子どもたちをおいて家

を出ました。日中
にっちゅう

は誰
だ れ

もいないので、いた

ずらばかりするロベルトは、地域の「子ど

もセンター」へ通うことになりました。そこ

で英語を習ったロベルトは、自分の思い

を手紙にします。 

作者のエッツさんが貧困
ひ ん こ ん

地区で社会

事業
じ ぎ ょ う

をしていたころに出会った実在
じ つ ざ い

の少

年をモデルにしたおはなしです。 

うちはお人形の修理屋
し ゅ う り や

さん 

 

 

 

 

 

 


